
学校番号 121 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ａ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 日本史Ａ 現代からの歴史（東京書籍） 

副教材等 図説 日本史通覧（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代の社会やその諸課題が歴史的に形成されたものであるという点から、近現代の歴史的事象と現

在との結びつきを考える活動を通して、歴史への興味・関心を高め、歴史を学ぶ意義を理解しまし

ょう。その際に、年表や地図、写真などの資料を活用して、地域の文化遺産、博物館や資料館の調

査、見学などを行いましょう。このことによって、地域社会の国民生活や文化の動向について触れ、

過去から現在へのつながりを意識しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）我が国の近現代の歴史の展開を、諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け、世界

史的視野に立って総合的に考察することができる。 

（２）歴史的思考力を高め、国民としての自覚と国際社会に生きる日本人としての資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

我が国の近現代史の

展開に対する関心と

課題意識を高め、意欲

的に追求するととも

に、国際社会に主体的

に生きる日本人とし

ての責任を果たそう

としている。 

我が国の近現代史の

展開から課題を見出

し、世界史的視野に立

って多面的・多角的に

考察するとともに、国

際社会の変化を踏ま

え公正に判断する。 

我が国の近現代史の

展開に関する諸資料

を収集し、有用な情

報を選択して活用す

ることを通して歴史

的事象を追及し考察

した過程や結果を適

切に表現している。 

我が国の歴史の展開

についての基本的な

事柄を世界史的視野

に立ち、国際環境な

どと関連付けて理解

し、その知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

課題レポート 

ワークシート 

観察 

定期考査 

課題レポート 

ワークシート 

観察 

定期考査 

課題レポート 

ワークシート 

観察 

定期考査 

ワークシート 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
  

 

序
章 

私
た
ち
の
時
代
と
歴
史 

･ 

第
１
章 

近
代
日
本
の
形
成 

序章 私たちの時代と歴史 

開国までのあゆみ 

近代の幕開け 

 

第 1章 近代日本の形式 

１ 国際情勢の変化と明治維新 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:近代にいたるまでの過程に 

ついて、日本の歴史と世界の

歴史のつながりに関わる主題

を意欲的に考察し、地理と歴

史への関心を高めようとして

いる。 

b:近代に至るまでの過程にお 

いて、日本だけでなく世界史

的観点より多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

c:近代に至るまでの過程にお 

いて、事例の考察に必要な諸

資料を収集し、有用な情報を

選択して、読み取ったり絵や

図表などにまとめたりしてい

る。 

d:近代に至るまでの過程にお 

いて、日本と周辺各国との関

わりを理解している。 

定期考査 

ワークシート 

観察 

第
１
章 

近
代
日
本
の
形
成 

 

第１章 近代日本の形成 

２ 明治新政府の諸改革 

３ 立憲国家の成立 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:欧米の啓蒙主義が取り入れ 

られる中で実学主義にもとづ 

く学制が公布され、人々の生

活にも欧米文化が取り入れら

れ始めたことについて関心を

高め、意欲的に追求しようと

している。 

b：四民平等、徴兵令の公布、 

秩禄処分について学び、国民

皆兵や殖産興業の実現と身分

制度改革の関連について多面

的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

c:必要な諸資料を収集し、有 

用な情報を選択して、読み取

ったり絵や図表などにまとめ

たりしている。 

d:政府がロシアとの交渉に

より国境を画定していった

ことや列強諸国に配慮しつ

つ国境を画定していったこ

とを理解している。 

定期考査 

課題レポート 

ワークシート 

観察 

 



２
学
期 

第
２
章 

東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
動
と
日
本 

・ 

第
３
章 

二
つ
の
世
界
大
戦
と
日
本 

第２章 東アジア世界の変動と日本 

１ 日清戦争と近代社会の確立 

２ 日露戦争と帝国日本の形成 

 

第３章 二つの世界大戦と日本 

１ 第一次世界大戦と帝国日本 

２ 政党政治の時代 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:列強による中国分割が進 

む過程で日本とロシアの対 

立が進むことに興味・関心を

抱き、意欲的に追求しようと

している。 

b:植民地獲得競争の激化によ

り始まった第一次世界大戦の

時期に、日本が中国ヘの侵略

を進めた経緯を学び、そのこ

とが日本と中国や欧米列強と

の関係に与えた影響について

考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

c:必要な諸資料を収集し、有 

用な情報を選択して、読み取

ったり絵や図表などにまとめ

たりしている。 

d:米騒動後に成立した本格的

な政党内閣は、国際協調をめ

ざす英米に協調してワシント

ン体制に参入し、軍縮を進め、

中国への進出を後退させたこ

とを理解している。 

定期考査 

課題レポート 

ワークシート 

観察 

第
３
章 

二
つ
の
世
界
大
戦
と
日
本 

・ 

第
４
章 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
社
会
と
日
本 

第３章 二つの世界大戦と日本 

３ 軍国日本への道 

４ 太平洋戦争 

 

第４章 第二次世界大戦後の

国際社会と日本 

１ 現代世界の開幕と日本戦後改革 

２ 高度経済成長の時代 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:1960 年代には高度経済成長

が実現した一方で、開放経済

体制への移行が進んだことで

日本の企業が陥った状況につ

いて興味・関心を抱き、意欲

的に追求しようとしている。 

b:GHQ の指令を受けて進めら

れた民主化及び非軍事化の内

容と経緯について学び、GHQ

の改革が戦後日本社会に与え

た影響について考察し、その

過程や結果を適切に表現して

いる。 

c:必要な諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取っ

たり絵や図表などにまとめた

りしている。 

d:平和を模索する動きの中か

ら国際連合が成立した一方、

アメリカとソ連を二つの極と

する東西冷戦が始まったこと

を理解している。 

定期考査 

課題レポート 

ワークシート 

観察 



３
学
期 

第
５
章 

現
代
の
世
界
と
日
本 

１ 国際秩序のゆらぎと経済大国日本 

２ 冷戦の終焉と日本 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:経済成長を優先した結果、公

害などの社会問題が生じたた

め、環境や福祉、平和、女性

差別の撤廃等に対する人々の

関心が高まり、革新勢力への

支持が高まったことに興味・

関心を抱き、意欲的に追求し

ようとしている。 

b:地図を用いて、沖縄の基地が

アメリカ軍にとってなぜ重要

なのかを考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

c:必要な諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取っ

たり絵や図表などにまとめた

りしている。 

d:冷戦構造に変化が生じる中、

日本やアメリカと中華人民共

和国との国交正常化が実現し

たことを理解している。 

定期考査 

ワークシート 

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


